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う３つの指標を使用する。ここでは T が貿易総額を，EXAL が対外資産負債総
額を，FBA が外資銀行の資産を，SOBA が国有銀行の資産を表している。












切片 －０．５５８４９４** －０．２５２６８６ －０．３０５８０７**
（－２．１９５０２３） （－１．８４９４２１） （－２．５０１８３７）
T／GDP ０．７２５６５６** ０．３６９０７４** ０．３５６５８２**
（２．４０２７５５） （２．２７５７５８） （２．４５７６９６）
EXAL／GDP ０．３０１９７２ ０．１４５７８７ ０．１５６１８５**
（２．０３８０２０） （１．８３２２８９） （２．１９４１７８）
FBA／SOBA ３．１２０４９４ ０．７５７３７４ ２．３６３１２１***
（１．９２３００４） （０．８６９１６２） （３．０３１３３０）












































表４は経常収支（CA）の対 GDP 比，長期資本収支（LKC）の対 GDP 比，





























































































































の結論を導き出すことができる。すなわち，SKAin＋SKAout と AS および SKAin
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（出所）Ariyoshi A. et al..（２０００），De Gregorio J., S. Edwards and R. Valdes（２０００），ジョセフ・
E.スティグリッツ，鈴木主税訳（２００２）に基づき，筆者作成。
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（出所）IMF“Balance of Payment Manual（Fifth Edition）”に基づいて筆者整理・作成。
（注）“◎”は規制が緩やかなものであり，“○”は規制が厳格なものであることを意味す
る。
中国における資本取引規制の実効性と規制のありかたに関する研究 ３０３
